
特集1内 子町の まちづ くり 「美 の里 ・石畳を未来へ～石 畳 ・む らの風景づ くり～j20年 間の村並み保存運動か ら

㊥ 「美の里 ・石畳を未来へ～石畳 ・むらの風景づくり～」

20年 間の村並み保存運動から

石畳 を思 う会 ・石畳 自治会

莞i謹誘蕎 灘 蓬)

内子町石畳地域では,昭 和62年 より,豊 かな 自然や,暮 らしの文化 を活か した地域振興めざ

す 「村並み保存運動」を展開 している。その原動力 となっているのが 「石畳 を思 う会」である。

結成以来,水 車小屋の復元な どによる農村文化の継承 と景観保存,ホ タル保護による地域 自然

環境の保全,地 域資源を活 か した交流事業に取 り組 むほか,各 種研修活動 も積極的に実施,そ

のノウハウを地域 に還元 している。

一方
,「石畳 自治会」 は,石 畳地域 を統轄する コミュニティー組織。平成14年 の公民分館か

ら自治会への移行 を機 に,従 来の 「行政におんぶにだっこ」 的な考 えか ら自立 した組織運営 を

め ざし,『 地域 は舞台,演 じるのは私た ち』 とい う 「石畳地域づ くり計画書」 を策定。 しだれ

桜の里づ くり,花 いっぱい運動 などの景観整備のほか,「 水車 まつ り」や 「石畳む ら並 み博物

館」 による都市住民 との交流事業を 「石畳 を思 う会」 とともに積極的 に取組み,「 村並 み保存

運動」 を住民総 ぐるみの運動へ と発展させている。

内子町石畳地域は,町 の中心部か ら約12km,一 級河川 「小田川」の支流 「麓川」の源流域

に位置する,農 林業 を主体 とした人ロ約380人 の小 さな地域である。 ご多分 に もれず過疎化 ・

高齢化 が進む中で,「 この ままでは集落が消 えて しまう」「石畳 に誇 りに思 える地域 をつ くりた

い」 と昭和62年,農 家 の若者 や町職員の有志12名(現 在は25名 の会員)が ゲ リラ的に 「石畳

を思 う会」を結成,石 畳の地域づ くりをスター トさせた。同会では,① 会則を持たない。②補

助 に頼 らず 自立する。③多数決制をとらず,提 案者が リーダーとなって活動をする。 この3点

を基本理念 とし,事 実上,石 畳 自治会 をリー ドする形で活動 を展開 している。

○農村文化の継承と景観保存

石畳地域の 「村並み保存運動」の最初の取組 みは,水 車小屋の復元である。平成2年 に 「石

畳を思 う会」が,石 畳の農村風景のシンボルである水 車小屋 を復元 し,地 域の生活文化 を継承

し,活 性化 をめざしたいと自らの山林か ら間伐材 を搬出,費 用 も会員が 出し合って完成させた。
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農繁期の中での建築作業で はあった

が,会 員同士が思 いを共有 し,汗 を

流 して作 った水車小屋 は,地 域外か

ら高 く評価 され,会 員 に大 きな満足

感 と自立への 自信 を もた らす と とも

に,地 域住民 の価値観 の転換 に大 き

な影響を与えた。.

一方
,石 畳 自治会 では,「 地域づ く

り計画」 の一環で平成15年 か ら 「古

木の里づ くり運動」 として シダ レ桜

の植 栽 をしている。 これは地域 にあ
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る樹齢350年 といわれるシダレ桜 の穂 木をとり,i接 木 してその子孫 を残そ うというもの。その

ほか,毎 年4月 に地域の玄関口,県 道沿い約1kmに,老 人会が 「花いっぱい運動」 を行 ってい

るほか,小 集落単位でも地域内の屋根付橋 の保存活動や湧水地の整備なども行われている。

○ホタル保護から地域の環境保全運動へ

石畳地 区にはホタルが数多 く生息

することから,「 ホ タルの棲める川 を

保全 しよう」 と,平 成8年 か ら毎年

5月 下旬か ら8月 上旬 にかけ て,ホ

タル観察活動 を 「石畳 を思 う会」で

行っている。 さ らに同時期内 に自治

会 と共催でホ タル学習会 を開催。行

政機関 にも参加 を促 し,地 域 内でや

むな く河川工事が必要 な所 には近 自

然工法の導入を行政に訴えるともに,

自らも近 自然工法 の先進地 ・スイス
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へ研修 に行 き,水 制や堰工事の際の導入に結びつけた。現在は,川 だけでなく,田 畑や山の自然

にも目を向けようと 「自然観察会」 を毎年行っているほか,ゴ ミの不法投棄の防止 ・回収運動 も

行っている。

○蕎麦による地域食文化の継承

石畳を思 う会では,平 成11年 頃から蕎麦の栽培 を行 っている。現在では葉 タバ コ収穫後の畑

約1.8haを 借 りて蕎麦 を栽培,収 穫 した蕎麦の殆 どは様々なイベ ン トで 「手打 ち蕎麦」 として

お客 さんに提供 している。 また,こ うした地域 の食文化 を伝 えていきたい と,3年 前か ら地元
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石畳 小学校児 童 を対象 に,種 ま き,

刈取 り,唐 箕選別,蕎 麦打 ちの 「そ

ば作 り体験」 も実施す るほか,地 域

外の方 々の 「蕎麦打 ち体験」受 け入

れ も行 っている。蕎麦 は,8月 に種

を蒔 き,9月 中旬 には畑一面 に白い

花が咲 く。蕎麦づ くりを通 して,美

しい景観づ くりにも貢献 している。
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○地域資源を活かした交流活動

水 車小屋整備 を機 に平成4年 か ら

毎年11月3日 に 「水車 まつ り」 を開

催 している。地域 の食材 を使 った料

理,自 然 を活か した子供 たちの遊 び

や,地 元農産物の販売 な ど,住 民手

作 りイベ ントが好評 で毎年町 内外か

ら約1500人 の 来場 者 で賑 わ ってい

る。 また,最 近では,「 地元学」を学

び,「 あるもの探 し」 などのフィール

ドワー クによって,地 域の暮 ら しの

豊か さを再評価。 その成果 と して,

平成16年 に石畳 自治会で 『石畳 むら
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並み博物館』構想をたて,街 の人たちとの交流事業 を展 開している。その取組みの一つ 「石畳

発 生活文化の旅」では,集 落 まるごと博物館 とみたてて,農 家の庭先での郷土料理を食べ歩

き,竹 ・わ ら ・かず ら細工の体験 を行った。 これ までに平成16年 の春編,秋 編,平 成17年 の

秋編 と3回 開催,毎 回会場(集 落)を 変 え,集 落ごとの暮 らしや景観の魅力 を最大限活か した

地域 イベ ン トとして定着 しつつある。
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○石畳の宿の運営

農村体験宿泊施設 「石畳の宿」 は,

住民 主体 の 「村並み保存運動」が軌

道にのった平成6年 にオープンした。

地域 にあった築80年 の空家 を町が買

上 げ移築。町営で はあ るが,地 元農

家の主婦7名 が調理 ・管理等の運営

を担 っている。 ヨー ロッパの アグリ

ッー リズムをモデ ルにし,こ の宿に

関わったスタッフが将来,民 宿や レ

ス トラ ンを営業で きるよう接 客や も

てな しを学ぶための トレーニ ング施

設 とい う位置付 け もある。 囲炉裏や
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中2階 の落ち着いた部屋の雰囲気,地 元食材 による伝統的な料理が好評で,

宿泊 ・食事で年間2000人 の利用者がある。
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(活動の課題と今後の方向)

石畳地域では 「豊かな地域 を未来に引 き継 こう」 をスローガンに掲げ,様 々な活動を行 って

はいるが,主 産業である農林業は衰退傾向,地 元 ・石畳小学校の全児童 も10名 に減少するなど,

現実は厳 しい状況 となってい る。 しか しなが ら,平 成6年 にオープ ンした農村体験宿泊施 設

「石畳 の宿」 には毎年2000人 を超える利用者があるほか,農 村景観の保全運動,さ らには地域

イベ ン トの開催などによって交流人口は増加傾向にある。また,地 域全体の人口は減少 しつつ

あるが,豊 かな 自然や生活文化のある地域 で住みたい と,若 い夫婦2組 の1タ ー ン者が石畳 に

定住,農 業を営みなが ら地域に も深 く関わ りを持 って暮 らしている。

今後は,こ れ までの取組みを継続 させつつ,新 しい価値観 も取 り入れなが ら 「石畳 むら並

み博物館」構想 をすすめ,「 石畳」 という地域 ブラン ドをさらに高めて,自 然 と暮 らしを活 か

した個性的なコミュニティービジネスを創出 したい と考えている。
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